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第２次茨城町男女共同参画推進計画

　町では、平成17年３月に策定した「茨城町男女共同参画推進計画」に基づき、男女が互いに人権を
尊重し、共に支え合うまちづくりを進めてきました。
　審議会からの答申を受け、今回、更に町の男女共同参画に関する施策を総合的・計画的に推進してい
くため「第２次茨城町男女共同参画推進計画」を策定しました。
　本計画では、町が目指す将来像となる基本理念を「認め合い　心をつなぎ　ともに歩む　～自分らし
く生きるために～」とし、４つの基本目標の下、その実現に向けた施策の展開を示しています。また、
「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」に基づく町の基本計画として
も位置づけるものとなっています。

男女共同参画社会をめざす意識づくり基本目標１

女性が活躍できる環境整備基本目標２

あらゆる場面における男女共同参画の促進基本目標３

いきいき暮らせる社会づくり基本目標４

　本計画を推進し、誰もが住みよい男女共同参画社会を築くためには、住民や企業、行政が男女共同参
画について理解し、家庭や学校・地域・職場において、それぞれが主体となって行動することが重要に
なります。

「「認認めめ合合いい 心心ををつつななぎぎ ととももにに歩歩むむ ～～自自分分ららししくく生生ききるるたためめにに～～」」「認め合い 心をつなぎ ともに歩む ～自分らしく生きるために～「認め合い　心をつなぎ　ともに歩む　～自分らしく生きるために～」」

家庭では…

「みんなで協力！」 
　家事や育児、介護は家族にとって大切なことです。

　家族みんなで分担してこそ、それぞれの生き方が広がり、充実した人生を送ることができます。

学校や地域では…

「お互いを認め合う！」 
　固定的な役割分担意識にとらわれず、それぞれの慣習や慣行を見直すことで、男女や世代の

区分なく、お互いを尊重しましょう。

　それぞれの個性を認めることで、信頼関係が築かれ、人と人との絆がより強くなります。

職場では…

「活気のある職場環境を目指して！」 
　採用条件や昇進、賃金などの男女格差をなくすことで、女性の活躍する場が広がります。

　男女のバランスがとれた職場環境は、多様な視点による取り組みができ、活気に満ち、職場の

元気に繋がります。 

※計画書の概要版を全戸配布します。
　また、計画書は町ホームページで閲覧いただけます。

　【問合せ先】企画政策課　☎ 029－215－8003
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　茨城町男女共同参画社会推進計画審議会（山口成子会長＝写真左）は、２月15日に「第２
次茨城町男女共同参画推進計画」の策定について小林町長に答申しました。
　同審議会は、平成27年６月23日に小林町長から諮問を受け、男女共同参画社会の実現に向
け、町として推進していく様々な施策について５回の審議会を開催し、慎重に審議を重ねてき
ました。
　答申では、平成28年度から平成37年度までの10年間を計画期間とする基本計画の中から
「男女共同参画の意識醸成」「地域との協働」「本計画の進捗管理」について、十分留意して取
り組みを推進するよう提言を行いました。

第２次茨城町男女共同参画推進計画の策定につい第２次茨城町男女共同参画推進計画の策定についてて
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